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https://www.jaist.ac.jp

▪特　徴
新構想の国立の独立大学院大学
　　先端科学技術分野における国際的水準の研究を行い、それを背景
として、大学院教育を実施するため、学部を置くことなく、独自のキャ
ンパスと教育研究組織を持つ、我が国で最初の国立大学院大学とし
て、慶伊富長初代学長や森喜朗元内閣総理大臣、北陸の政財界の方々
の熱意と多大なご尽力の下、平成２年10月に創設されました。

幅広く門戸を開放した学生の受入れ
　　入学者の選抜は、面接を主体に行い、大学学部に3年以上在学した
者を含め、出身学部・学科を問わず、社会人・留学生を含めあらゆる分
野から意欲のある人材を受け入れています。

組織的な大学院教育
　　我が国のこれまでの大学院のように、研究室における個別指導を
中心にした教育ではなく、注意深く設定された体系的なカリキュラム
に基づき、コースワークを中心にして幅広い知識を習得させる大学院
教育を実施しています。

社会に有為な人材の育成
　　独自の大学院教育プログラムを通じて、専門分野・関連分野など幅
広い知識を持ち、基礎概念を把握・理解し、問題発見能力・問題解決能
力を身につけた国際性・創造性豊かな人材を育成しています。

最高レベルの教授陣
　　国内外で活躍し、先端科学技術分野をリードする若手研究者を、国
公私立大学はもとより、民間の第一線研究機関など、広く各界から迎
え入れています。

社会、産業界との連携
　　共同研究および受託研究の推進、客員講座、寄附講座および連携
講座の活用、経済界からの各種助成の導入など、社会および産業界と
の連携を図っています。

北陸先端科学技術大学院大学は

豊かな学問的環境の中で世界水準の教育と研究を行い

科学技術創造により次代の世界を拓く

指導的人材を育成する。

JR北陸本線
普通 約35分／510円、
特急 約15分／1,270円

JAIST Shuttle（小松線）
約35分／無料・予約制

山側
環状
線

海
側
環
状
線

J R小松駅から本学までの間には連絡バス
「JAIST Shuttle」（小松線）（無料・予約制）が
運行しています。

北陸鉄道鶴来駅から本学までの間には連絡
バス「JAIST Shuttle」（鶴来線）（無料）が運行
しています。

小松駅

小松駅

JAIST Shuttle（小松線） 約35分／無料・予約制

タクシー 約35分／約6,000円

海側環状線

自動車
北陸自動車道

自動車
北陸自動車道

小松
I C

三ツ口
交差点

三ツ口
交差点

長崎中
交差点

上八里町
交差点

白山
I C

安養寺北
交差点

川北大橋

小松駅
小松
空港

北鉄加賀バス
約12分／280円

タクシー 約40分／約8,000円

JAIST Shuttle（小松線）
約35分／無料・予約制

タクシー 約35分／約6,000円
飛 行 機

高速バス

西金沢駅

金沢駅

徒歩約5分

北陸鉄道石川線
約25分／540円

JR北陸本線
約5分／190円

JAIST Shuttle（鶴来線）
約13分／無料

タクシー 約40分／約8,000円

北陸鉄道
石川線
新西金沢駅

鶴来駅



　ギャラリーには、本学の研究成果の一部を定期的に入れ替え

て展示しています。また、本学に寄贈された、パズル作家・コレ

クターとして国内外に有名な故芦ヶ原伸之（よしがはら  のぶゆ

き）氏が収集された世界有数のパズルコレクションであるNOB

（ノブ）コレクション（約１万点）のうち、厳選した約200点を展

示しています。ギャラリー自体もキューブパズルをイメージし

たデザインとなっており、その中に世界的にも珍しい貴重なパズ

ルを展示しています。パズルを見るだけでなく実際に触って解い

てみることができる子供用のプレイルームもあります。

　本学の研究成果の展示及び情報発信、本学への寄贈品

の収蔵、展示を行うことにより、研究、教育及び社会貢献

の推進に資することを目的として設置され、平成24年

9月にオープンしました。
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展示室B

展示室A

NOBコレクションの顕著な特徴は、パズルを
創作活動の資料として利用するため集められ
たものであり、収集を第一の目的としたもので
はないことである。コレクションの中には製品
だけでなくその創作過程を示す資料も多数残
されている。公園の遊具のモデルもあるが、こ
れは芦ヶ原氏のパズル創作活動の幅広さを示
すものといえよう。

NOBのパズル

盤上でピースをスライドさせて目的の条件を
満たすようにするスライディングピースパズ
ルおよび面や縁の色や模様をそろえるマッチ
ングパズルは古くから多種多様なものが作ら
れてきた。黒い円形のパズルは、最も古い樹脂
製のパズル（1895年特許）である。また、VESS
の字が読めるものは初期のマッチングパズル
でパズル史上の貴重品。

スライディングピースパズルとマッチングパズル

卓越した世界のパズル家に与えられる賞に
芦ヶ原賞（The Nob Yoshigahara Award)があ
る。これまでの受賞者は米国の木工パズル作
者、スチュワート・コフィンと箱根のからくり
箱作者、亀井明夫の2人である。また、箱根には
長老であり組木、秘密箱および寄木の伝統を継
承した卓抜した作者、二宮義之がいる。五重塔
は二宮の作品で名品といわれている。

卓越した作者のパズル

からみあった複数の部品から指定された部品
をはずす知恵の輪や、いくつかのピースを配置
して、指定された問題の形を作るシルエットパ
ズルもきわめて古くから多種多様なものが作
られている。馬蹄パズルは本物の使用済みの馬
蹄から作られている。タングラムは、中国に生
まれてヨーロッパに広まったシルエットパズ
ルである。

知恵の輪とシルエットパズル

スペインの芸術家ミゲル・ベロカルの作品で
ある。その作品の多くは難しい３次元ジグソー
パズルとなっているが、玩具ではなく芸術作品
である。ベロカルはその作品に、指輪を仕込ん
だりしている。また、彼は自分の鋳造場で一つ
の作品も複数を制作した。マドリード大学で数
学と建築を学び、その後パリとローマで芸術を
学んだ。

ベロカルのパズル

キーチェインパズルとは小型でキーリングの
ついたものか、それを取り付けられるようにデ
ザインされたパズルをいう。パズルの種類には
定まったジャンルはなく種々のキーチェイン
パズルがある。材質も様々である。プラスチッ
ク製の組立型のキーチェインパズルは、1930
年代後半にアメリカで生まれ、その後、日本に
伝わり日本独自のものも作られた。

キーチェインパズル

どう飲んだらよいかわからないカップ、どう水
を入れたらよいかわからない水差しなどの不
思議な容器、また、ありえないように思われる
不可能物体といわれる不思議な物体もパズル
の範疇に入る。どのようにして飲むか、どのよ
うにして水を入れるか、どのようにしてそれを
作るかを考えさせるものである。日本の瓶細工
もそのひとつ。

不思議な物体

デクステリティーパズルとは手先の器用さを
使って楽しむパズルのことである。もっとも典
型的なものは、けん玉である。知恵を使う必要
があるものもある。トレーの中で玉を移動させ
るようなタイプのものはおびただしくある。ま
た戦争等そのときそのときの時事を使ってい
るものがあり、歴史的意味も大きい。

デクステリティーパズル
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